
・⼦どもたちと地域
の防災教育と意識向
上に活かせる施設と
する。
・発災時に迅速かつ
安全に避難できる施
設とする。
・防災井⼾やマンホ
ールトイレを備える
等、震災救援所とし
て必要な整備をする。
・浸⽔被害を抑⽌し、
防災拠点として、地
域との連携が速やか
に⾏える施設とする。
・校内に必要な備蓄
品を確保する。

取組

多様な施設・設
備を活⽤し、賑
わいのあるまち
と共⽣し、多世
代が学び合える
施設とする。

⽬標８

地域と共に歩んで
きた伝統と特⾊を
継承し、⼦どもを
真ん中に地域との
かかわりを広げ、
次代を創る学びに
柔軟に対応できる、
持続可能な造りと
する。

⽬標７

・⼦どもたちを守る
防犯カメラ等の安全
設備を設け、充実し
たセキュリティｰを
備える。
・諸室の配置や造り、
収納スペースの充実
は、教職員の働きや
すさも考慮する。
・冷⽔機や簡易に腰
掛けられる場所等を
要所に設けるととも
に、リラックスでき
る環境を整備する。
・緑豊かで安⼼して
通れる歩⾏者空間を
整備する。

⼦どもたちが⾃
ら考え判断する
⼒を伸ばし、進
んで学び、充実
して過ごすこと
ができる学習環
境を整備する。

⽬標１

⾃他を尊重し、
あたたかく⼈間
性豊かで、多様
な体験を⼦ども
たちに提供でき
る教育環境を整
備する。

⽬標２

⼦どもたちが明
るく活発に、の
びのびと⼼と体
の健康づくりに
主体的に取り組
めるような活動
の場を整備する。

⽬標３

安全に配慮し、
⾼いセキュリテ
ィーを備え、⼦
どもたちや教職
員が安⼼して快
適に過ごせる環
境を整備する。

⽬標４

⾃然に配慮し、
周辺地域と調和
した、環境にや
さしい施設と設
備とする。

⽬標６

⾃然災害に備え
た堅牢で安全な
場を確保し、防
災拠点としての
機能が⼗分に発
揮される施設と
する。

⽬標５

・全ての⼦どもたち
が学び合い、可能性
を引き出す個別最適、
協働的な学びとなる
多様な学びのスタイ
ルに適応できる施設
とする。
・学校図書館や理科
室等の特別教室を、
⼦どもたちの好奇⼼
を刺激する造りにす
る。
・ICT教育環境の充
実と、円滑な授業運
営に対応できる基盤
を整備する。

取組

・ZEB(ネット・ゼ
ロ・エネルギー・ビ
ル)化やエコスクー
ル等に対応し、環境
教育にも配慮した施
設とする。
・景観と調和し、花
と緑を楽しめる空間
を整備する。
・⾃然環境との調和
に配慮し、武蔵野の
屋敷林の⾯影が残る、
⾃然教育に適した場
を創出する。
・周辺地域の住環境
に配慮した施設とす
る。

取組

・学年を超えた交流
ができ、地域の⼒を
活かした杉⼀⼩らし
い、学びと憩いの空
間を設ける。
・光、⾵、緑を感じ、
⽊の温かみが実感で
きる造りとする。
・多⽂化共⽣とユニ
バーサルデザインに
配慮した施設とする。
・命の尊さを伝え、
⾃然観察にも繋がる
動植物と触れ合える
場を拡充する。
・歴史と伝統に相応
しい、杉⼀⼩の顔と
なる場を設ける。

取組

・防塵機能を備えた、
広く良好な環境の校
庭整備を⾏うなど、
⼦どもたちがのびの
びと運動し、⽻を伸
ばせる空間を設ける。
・ジュニアバンド等
の活発な⾳楽活動や
資機材の運⽤にも耐
えうる、防⾳に対応
した⼗分なスペース
を設ける。
・思い切り体を動か
して利⽤できる遊具
を充実させる。
・更⾐室やロッカー
等、⼦どもたちの⾃
⽴につながる空間や
環境を整備する。

取組 取組

・学校を⽀える地域
の関わりと、活動⽀
援の促進を図るため、
関係諸室を充実させ
る。
・地域が⼦どもたち
と共に歩き⽀える
すぎっ⼦くらぶや放
課後の居場所となる
場を整備する。
・児童数や教育カリ
キュラム等、将来の
変化に対応できる柔
軟性を確保する。
・⽂学と⽂化が息づ
く阿佐⾕のまちと調
和した学び舎とする。

取組

・⼦どもたちの学び
と区⺠の多様な学び
が共存できるよう、
⼦どもたちの活動に
⽀障をきたさない諸
室配置と動線確保を
⾏う。
・駅に近い利便性を
活かして、多様な利
⽤者を想定し、区⺠
の学びや交流の場と
しても活⽤できる施
設計画とする。
・阿佐⾕ｼﾞｬｽﾞｽﾄﾘｰﾄ
等、イベントで利⽤
できる、地域に開か
れた施設とする。

取組

災害に強く、防災の要と
なり、持続可能な⾃然環
境に配慮した施設とする。

ビジョン２

世代を超えて多様な区⺠が出
会い、⾃発的で協働的な関係
が広がる学びを創造できる場
にする。

ビジョン３

豊かな教育環境を⽬指し、⼦どもたち
⼀⼈ひとりが輝ける、安全で安⼼な

学び舎をつくる。

ビジョン１

、地域とともに学びを創造する
オンリー１があふれる学びのプラットフォーム 杉⼀⼩



明治8年に開校し、今年度、創⽴149周年を迎えた杉並第⼀⼩学校は、⻑い歴史と伝統を持ち、地域の
教育⼒を組織化した学校⽀援本部との協働による特⾊ある教育活動が全国的にも⾼く評価されている
学校です。

今後、令和11年4⽉の開校に向け、⼟地区画整理事業の仮換地指定に沿って、A街区内からC街区内に
移転改築⼯事を⾏います。

A街区:(現)杉並第⼀⼩学校を含む新街区

C街区:(新)杉並第⼀⼩学校を含む新街区

B街区:総合病院移転先を含む新街区

【令和3年地図：Ｃ街区は学校⽤地に合わせて表記、歩道状空地部含む】

児童数・学級数のグラフの推移のとおり、
平成元年から現在までの間は、12〜15学
級で変動しており、また、杉⼀⼩推計では、
当⾯は増加傾向が予想されています。

学区域には阿佐ヶ⾕駅もあり、⼈⼝密度が
⾼い地域でもあることから、少⼦化の流れ
の中でも児童数が増となる時期があること
を想定する必要があります。

このため、過去10年で15学級となったこ
ともあることから、12〜15学級での推移
を⾒込み、普通教室は15室を整備するも
のとします

改築基本⽅針(裏⾯)を策定するに当たっては、学校関係者、地域関係
者等で構成する懇談会を⽴ち上げ検討を⾏いました。検討に当たって
は、あさがやまちづくりセッション(テーマ：杉⼀⼩)や、⼦ども達や
教職員へのアンケートを⾏い、寄せられた意⾒等を参考としました。

杉一小推計 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 

児童数(人) 327 332 334 339 368 

学級数 12 12 12 12 12 

 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

杉一小移
転改築

基本・実施設計
★杉一小新校舎

開 設
杉一小新校舎

建設工事

令和６年６⽉９⽇開催 参加者24⼈

杉並第⼀⼩学校全児童315名を対象に実施 杉並第⼀⼩学校全教職員を対象
に実施

杉並第⼀⼩学校やＣ街区等の整備について寄せられました
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学級数児童数（⼈） 児童数 学級数

団体名等 氏名 団体名等 氏名 団体名等 氏名 団体名等 氏名

⾸都⼤学東京 名誉教授 深尾 精⼀ 学校⽀援本部 伴野 博美 阿佐⾕地区町会
連合会 ⽥中 昭⼀ PTA ⻑⾕川 篤男

早稲⽥⼤学 創造理⼯学部
建築学科 教授 ⾼⼝ 洋⼈ 学校運営協議会 村上 徹也 震災救援所 近藤 浩 PTA 遠藤 美穂⼦

阿佐⾕北⼀丁⽬町会 宇都野 正朔 学校運営協議会 岡⽥ 円治 進交会 細⽥ 宗宏 校⻑ ⼭⼝ 祐美⼦

阿佐⾕北⼆丁⽬町会 佐藤 ⽂夫 学校運営協議会 ⽵越 不可⽌ 学童クラブ保護者 松嶋 彩 副校⻑ 杉⽥ 英昭

阿佐⾕北三丁⽬町会 徳⽥ 紀美⼦ 学校運営協議会 松尾 純⼀ PTA 武⽥ 幸彦 副校⻑ ⼩島 昭博

現在の総合病院棟が解体撤去された後、Ｃ街区内で杉並第⼀⼩学校の建設⼯事に着⼯します。

開催 内 容 日程等

1 ⼩学校の特⾊・概要、改築に⾄る経緯の説明 ４⽉１９⽇

2 事例⾒学（桃井第⼆⼩学校、杉並第⼆⼩学校） ５⽉２８⽇
６⽉ ３⽇

3 基本⽅針（たたき台）の検討 ６⽉２６⽇

4 基本⽅針（最終案）検討と改築規模等の説明 ８⽉ ５⽇

学校関係者や地域の⽅達の声を広く伺い、段階的に
反映させながら改築事業を進めていきます。


